
・ 米国においては、研究開発に携わっていると答えた科学技術関係人材のうち、営利企業では、６．６％が博士号を取得して
いる一方、我が国の企業等における研究者のうち、博士号取得者の割合は３．５％となっている。

・ 民間企業において博士課程修了者を「毎年必ず採用」「ほぼ毎年採用」と回答した企業は１４年度で９．９％、ポストドクター
については１．６％と非常に低い。（図表３－５）

・ 研究者が、適性に応じて、研究開発の企画・管理等のマネジメント、研究開発評価、知的財産権等研究開発にかかわる幅広
い業務に携わることができるよう、多様なキャリアパスの開拓が必要である。

・ 若手研究者が将来の可能性を幅広く選択できるよう、行政機関等での採用の機会を拡大する。特に、競争的資金の配分機
関などでは、研究経験のある人材の雇用を進める。さらに、民間においても、博士課程修了者やポストドクター経験者等の能
力のある若手研究者の採用に積極的に取り組むことが期待される。

■第２期基本計画のポイント

科学技術関係人材の多様なキャリアパスの開拓

■第２期基本計画の進捗状況

【人材委員会（平成１６年７月）】
・ 大学院博士課程において、高度な人材養成機能を持つ一貫した教育プログラムの導入していくほか、社会ニーズの変化に
応じた教育内容の工夫・改善を図る。
・ 産業界等においては、博士号取得者等に対して広く公平な就業機会を提供する取組に期待。
【総合科学技術会議フォローアップ（平成１６年５月）】
・ 研究経験を有する人材が産業界においても積極的に活用されるよう、各大学は、大学院教育のレベル向上に向けた改革に
取り組むことが必要。また、学生が実践力を身につける場として、比較的長期のインターンシップや産業界との共同研究等に
従事できる機会の促進が重要。
・ 産業界で活躍したいと考える学生が博士課程へ進学するようなカリキュラムや社会の仕組みを、大学・産業界が双方で構築
する必要がある。
【ヒアリング意見】
・ 博士課程を出れば研究者になるのが当然という研究者の意識を変える必要がある。そのために大学の閉鎖的な体質を変え
ていくことが必要。
・ 企業で働いた後研究者になること等が考えられるので、研究費や教員などの公募の際に年齢で制限することを撤廃すべき。
・ 研究支援者の地位を引き上げることができれば、ポスドクも研究職から堂々と移ることができるのではないか。

■人材委員会等におけるこれまでの提言

資料３－３
科 学 技 術 ・ 学 術 審 議 会

基本計画特別委員会（第３回)
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○科学技術関係人材の多様なキャリアパスの開拓

科学技術創造立国を目指す我が国の社会において中心的な役割を担うことが期待される博士号取得者等が、高度な

専門的知見や分析能力を活かして、研究・教育機関ばかりでなく社会の多様な場で活躍する環境を促進していくことが

重要である。このため、博士課程を出れば大学の研究者になるのが当然という学生、教員、企業など社会の意識改革

を進め、博士号取得者等のキャリアパスの多様化を進めることが必要である。

１． 博士号取得者等の多様なキャリアパスの開拓を図るため、大学においては、幅広い知識・能力に裏打ちされた

高度な専門性を育み、社会ニーズの変化に対応できる人材養成を行うよう、教育内容・方法の改善や教員の資

質向上、学生のキャリアパスに関する指導等に取り組むことが求められる。

２． 企業等においては、大学教育に対する自らのニーズを明確化することや、博士号取得者等について、年齢等に

かかわらず、問題探究能力等の実力を評価して人材の採用を行うなど、今後の知識基盤社会における国際的な

競争に耐えられる職務体制・人材の配置などの構造的改善に向けた努力が求められる。

３． 大学や企業、双方におけるこれらの努力を踏まえつつ、国は、産学連携による人材養成の取組への支援や、

社会ニーズを踏まえた魅力ある大学院教育を行う大学等への支援を行う。また、博士課程在学者を対象とした経

済的支援を充実することにより、優秀で多様な人材が博士課程に進学することを促進する。

■第３期基本計画において採るべき主要な方策（案）

科学技術関係人材の多様なキャリアパスの開拓

２



科学技術関係人材の多様なキャリアパス －博士課程修了後の進路－

※学校基本調査報告書によるものであり、調査時期は、各年度間の卒業者について、次
年度の5月1日現在の状況を調査したもの。
※博士後期課程（一貫性博士課程の3年次、4年次及び5年次の課程を含む｡）学生及び医
歯学、獣医学関係の博士課程学生の合計人数。
※所定の年限以上在学し、所定の単位を修得した後、学位を取らずに中途退学した者
（いわゆる満期退学者）を含む。
※「就職者」には臨床研修医を含み、進学しかつ就職した者についても、｢就職者」に
計上。

資料：文部科学省「学校基本調査報告書」

・博士課程修了者数は大幅に増加している（１０年間で約２倍）。
・博士課程修了後、常勤の職に就いた者は約半分程度である。

①博士課程の進路別卒業者数の推移

※「科学研究者」とは、研究所・試験所・研究室などの研究施設において自然科学、人文・社会科学の分野の基礎的
又は応用的な学問上・技術上の問題を解明するため、専門的・科学的な仕事に従事するもの。

※「技術者」とは、科学的・専門的知識と手段を生産に応用し、生産における企画、管理、監督、研究などの科学的、
技術的な仕事に従事するものが分類される。ただし、試験所・研究所などの試験・研究施設で、自然科学に関する専
門的・科学的知識を要する研究の仕事に従事するものは、｢科学研究者」に含める。

※「大学等教員」とは、大学、短期大学、高等専門学校の教員。

※「その他教員」とは、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育学校、盲・聾・養護学校、専修学校及び各種学
校等の教員。

※「医師等」とは、医師、歯科医師、獣医師、薬剤師、保健師、助産婦、看護師、医療技術者、栄養士、臨床研修医等。

※「その他」とは、美術家、写真家、デザイナー、音楽家、舞台芸術家、農林漁業作業者等。

資料：文部科学省「学校基本調査報告書」

図表３－１ 博士課程修了者の進路

29 27 81

4,489

6,681

7,980

1,043

1,534

2,939

5,062

8 13

2,584
3,535

428

450

713

1,327

1,389

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

Ｓ５７年度

(n=4,063)

Ｓ６２年度

(n=5,330)

Ｈ４年度

(n=6,765)

Ｈ９年度

(n=10,974)

Ｈ１４年度

(n=14,512)

卒業年度

進学者 就職者 その他 死亡・不祥の者

252
587

1,061
1,637572

1,097

1,112

1,087
1,507

1,653

1,958

2,107

795
1,198

1,443

1,939

111

168

163

459

637

190
305

308

96
102

71

167

165

2,322

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

Ｓ５７年度

(n=2,584)

Ｓ６２年度

(n=3,535)

Ｈ４年度

(n=4,489)

Ｈ９年度

(n=6,681)

Ｈ１４年度

(n=7,980)

卒業年度

科学研究者 技術者 大学等教員 その他教員 医師等 その他

②博士課程の職業別就業者数の推移

３

Ｓ57年度
（ｎ＝4,063）

Ｓ62年度
（ｎ＝5,330）

Ｈ４年度
（ｎ＝6,765）

Ｈ９年度
（ｎ＝10,974）

Ｈ14年度
（ｎ＝14,512）

1,500

1,200

9,000

6,000

3,000

0

Ｓ57年度
（ｎ＝2,584）

Ｓ62年度
（ｎ＝3,535）

Ｈ４年度
（ｎ＝4,489）

Ｈ９年度
（ｎ＝6,681）

Ｈ14年度
（ｎ＝7,980）

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0

1,332



科学技術関係人材の多様なキャリアパス －博士課程修了者の進路②－

・博士課程修了後の就職以外の進路では、外国の学校へ進んだり研究生として残ったり、一時的な職についた者が多い。
・米国と比較すると、特に営利企業で雇用されている者のうち博士号取得者の割合が少ない。

① 平成１３年度博士課程卒業者のうち「その他」に分類される者 ② 日米の博士号取得者の雇用部門別分布

出典：日本総合研究所「日米の博士号取得者の活動実態に関する調査研究」

③ 博士号取得分野と雇用部門の相関

（単位：人）

　 0.2 29.9 2.6 17.7 4.5 8.6 18.3
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◆上記の「その他」に分類される者の実態

出典：科学技術・学術審議会人材委員会第２４回資料

※産業界の保健医療関係は、「営利企業」「自営業」と回答したものを含め、全て「非営利機関」に区分

出典：日本総合研究所「日米の博士号取得者の活動実態に関する調査研究」

（平成１４年度学校基本調査に係る実態調査の結果）
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図表３－２ 博士号取得者の雇用状況
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科学技術関係人材の多様なキャリアパスの開拓
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無関心であるなど、企業の研究者として

の自覚に欠ける

教科書や既成の理論に偏重した教育に
より、独創性が育っていない

ビジネスやマネジメント等の社会的な
教育の内容・方法が不十分

成果の出やすい研究テーマを与えるなど、
修学期間内での学位の取得を優先し、

真の実力が育っていない

専門に隣接する分野の教育の内容・
方法が不十分

大学学部卒又は修士卒の新卒の研究者
と比較して、元々の資質が高くない

指導教官の研究補助的な作業が多いなど、
研究の立案から論文作成までの実践教育

の内容・方法が不十分

その他

毎年必ず採用している ほぼ毎年採用している 採用する年もある ほとんど採用していない

・国際的にも、優秀な人材を幅広く結集するためには、キャリアパスを一層多様化すべきとの議論がなされている。
・博士課程修了者に対する企業の評価は、毎年・ほぼ毎年採用している企業においては、「社会での経験に乏しく、企業のニーズに
無関心であるなど、企業の研究者としての自覚に欠ける」という意見が多い。

図表３－３ 科学技術人材のキャリアパスの例

出典：「我が国の研究活動の実態に関する調査報告」（平成15年度）
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出典：自然科学における若手研究者の国際的訓練と支援に関する会議（２０
０１年11月29～30日（仏；ｽﾄﾗｽﾌﾞｰﾙ））報告書 を基に文部科学省で作成

科学技術関係人材のキャリアパスの例

非アカデミック アカデミック

図表３－４ 民間企業における新卒で採用した博士課程修了の研究者等の資質

有効回答数：52
選択可能数：３つまで
平均選択数：2.14

博士課程修了者の研究者の採用実績

有効回答に対する比率（％）

※博士課程修了の研究者又はポ
ストドクターの採用実績があると回
答した企業のうち、資質が期待を
下回るとした者について集計。 ５



科学技術関係人材の多様なキャリアパス －民間企業の採用に関する意識－

・研究者のうち修士号取得者の採用が増えると見込んでいる企業が全体の約３割。博士号取得者については、採用実績は年々伸
びているが、採用実績があるのは資本金５００億円以上の大企業がほとんどである。
・ポストドクターの研究者の採用実績は少ない。

①平成１６年度の研究者の増減見込み

②研究者の採用実績
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出典：平成１５年度 民間企業の研究活動に関する調査報告

図表３－５ 民間企業の博士号取得者等の採用に関する意識
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